
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

十朱かさね

サラマンダー
ブラム＝ストーカー

UGNチルドレンA

16

感染

親戚と疎遠

吸血

裏切った

UGNチルドレン

女

33

恩人（テレーズ・ブルム）

3
2
2
1

1
0
0
0

0
0
0
0

4
2
2
1

30
6
6
11
22

4 1
1 1

5

UGN 1

血糸【赫き剣相当】
カロリン展開

イレリシ・イレリシ

白兵
白兵
白兵
白兵

4r+9
4r+9
4r+9
4r+9

8＋消費HP
15＋消費HP
23＋消費HP
30+消費HP

マイナー：《赫き剣》メジャー：《コンセントレイト》＋《渇きの主》＋《灼熱の砦》＋《フレイムタン》＋《鮮血の一撃》。
80↑フルコンボ。（侵蝕ボーナスこみ）
100↑フルコンボ。（侵蝕ボーナスこみ）

0 0

精鋭
友人

テレーズ・ブルム
“アイアンサイト” 羽純景

高辻加奈枝
トゥーリ・クサントゥス

"鋼心"灰院鐘

好意
信頼

親近感
感服
尊敬
尽力

悔悟
恥辱

敵愾心
劣等感
恐怖
憤懣

携帯電話
コネ：UGN幹部

4 3

ワーディング

リザレクト

コンセントレイト：サラマンダー

赫き剣

渇きの主

灼熱の砦

フレイムタン

鮮血の一撃

ブラッドバーン

かぐわしき鮮血

熱感知知覚

★

0

2

1

1

4

1

3

2

★

★

-

1d10

2

3

4

3

2

2

4

オート

気絶時

メジャー

マイナー

メジャー

メジャー

メジャー

メジャー

メジャー

視界

-

-

-

至近

-

視界

-

-

シーン

自身

自身

自身

単体

-

-

-

-

自動

自動

自動

自動

白兵

対決

対決

-

対決

-

↓100

ｼﾝﾄﾞﾛｰﾑ

80↑／ｼﾝﾄﾞﾛｰﾑ

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

いつもの。

武器作成。

装甲値無視。攻撃が命中した場合HPを[LV+4]。

攻撃力を+[Lv*3]。戦闘移動、全力移動、離脱を行っている場合は不可。

組合せた白兵攻撃の射程を視界に変更。攻撃力を－[5-LV]

組み合わせた白兵攻撃のダイスを+[Lv+1]。HP2点消費。

組合せた攻撃の攻撃力を[Lv*4]。HP5点消費。

探し物は得意です。

人を見るのはあんまり得意じゃないです。

　とあけ・かさね。
　一人称「自分、私」二人称「あなた、～さん」
　おどおどしたどもりがちの敬語口調。
　名前は本来「襲」と書くが、たいていひらがなで通している。お世話になった教官につけてもらった大切なお名前。

　A市所属のUGNチルドレン。
　エフェクトを用いて精製した血糸を用いて戦う糸使い。
　鋼のように硬い血糸は絡めた相手から血を啜り、肉を切り裂くだけでなく、その意思ひとつで他人を燃やす発火材に変わる。

　内向的で人見知りをするが、人嫌いではない。過去の汚点は自らの手で克服しようと努力を重ねるひたむきな性格。
　精鋭と呼ばれるほどの技量を身に着けているだけあり、任務のために自らを切り離すことはできるが、閉鎖された環境の中で幼少期を過ごしたせいか感情のバ
ランスを取ることに長けているとはけして言えない。腐れ縁の間柄である"アイアンサイト"羽純景とは特にそういった節が見受けられ、普段の態度よりも少しば
かり子どもめいた拗ね方を見せることも。

　生まれてすぐ、ブラム＝ストーカーシンドロームを持つ肉親に吸血されたことをきっかけとしてオーヴァードとしての力に目覚めた。
　かさね自身はそのような事情を伝聞でしか知らず、物心ついた頃には既にUGNチルドレンの養成施設に保護されていたことのみを記憶している。
　触れるだけで他者を燃やす手のひらを持つこと、血を甘いと感じることはその施設の中では当たり前と呼ばれてもよいもので、それを制御するための厳しい訓
練を受けることもまた彼女にとっての当たり前だった。
　ほんとうの「日常」とはそうではないと知ったときに覚えたのは外界への好奇心と同時に、自分の血が他者を燃やしてしまうのではないかという恐怖で──か
さねのその予感は、最悪の形で的中することになる。

　任務中衝動を制御しきれず、施設時代からの友人であったチルドレンの血をすすりジャーム化寸前まで追いこんだ経験がある。
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